
高齢者生きがい活動促進事業  

【仮称：みんなの広場】 
 

【主な概要】 

 住民主体の通いの場として、ボランティア団体が旧銀行店舗（木江：広

島総合銀行）において、高齢者の交流の場を実施する。 

また、町内の放任農地及び耕作放棄地などを活用して、農作業を行い

運動機能の低下、認知症、閉じこもり等の介護予防を図るなど、高齢者が

地域で交流し、いきいきと活動できる場を実施する。 

 

１． 目的 

高齢者等が、地域の中で役割をもって、自らの生きがいづくりや健康づ

くりにつながる活動を行うとともに、農福連携推進事業等を行い、介護予

防等を促進することを目的とする。 

 

２． 活動内容 

①  地域の支えあい活動 

農福連携事業を行うとともに、パソコンゲーム、カラオケ、井戸端交

流等を行い、高齢者の交流の場（居場所づくり）を行う。 

また、町内の学生等と世代間交流を行い、学生による高齢者向け

のスマホ教室を実施し、携帯のアプリを使ったゲーム（脳トレ等）を行う

予定。 

 

②  農福連携推進事業 

高齢者が農作業や農作物の調理・販売等をとおして、運動機能の

低下、認知症、閉じこもり等の介護予防を図るなど、農福連携を通じ、

高齢者が地域で交流し、いきいきと活動できる場の提供に資する活動

を行う。 

 

議題 9 

 



３．活動の主体者 

  高齢者が主体となって活動するボランティア団体が実施し、運営を行

う。 

【設立準備グループ】  

やよいコーポレーション(株) 社長  森川 浩志 

(有)シスコム 社長 藤原 弘三 

 

４． 実施方法 

旧銀行店舗を借上げ改修を行い、高齢者の交流の場を整備し、農作

物の調理及び販売等を行う。 

農作業については、町内の放任農地及び耕作放棄地などを活用し

て、農機具等を購入し、農作物、花などの栽培を行う。    

町内で実施しているサロン及び体操教室は、週 1 回の実施であるこ

とから、高齢者の交流の場を増やし、高齢者が地域で生き生きと活動で

きる取り組みを行う。 

 

５．町との連携 

生活支援コーディネーターとボランティア団体と連携し、地域のインフ

ォーマルサービスの推進につながるよう取り組む。 

 

６．実施予定時期 

  準備が整い次第、実施予定。 


